
 

               

 

－産学官交流事業－ 

和歌山工業高校の生徒がデザインした木製玩具を 

和歌山盲学校に贈呈します 

 

産学官交流事業は、和歌山市物産振興協会、高校、和歌山市の３者が協同し、新製品開発や販売

戦略等の新しい活路を見出すことで、物産の振興及び地域経済の活性化を目的としています。 

令和４年度は、和歌山県立和歌山工業高校産業デザイン科２学年の生徒達が「課題研究」授業の

中で、視覚障がいのあるお子さん向けの玩具について、野上木工株式会社（和歌山市物産振興協会）

と協力しながら制作しました。 

この度、完成した２個の木製玩具を和歌山県立和歌山盲学校小学部の児童の皆様に贈呈すること

となりましたので、お知らせします。 

 

１ 贈呈者   野上木工株式会社（和歌山市物産振興協会）、和歌山県立和歌山工業高校、和歌山市 
 

２ 贈呈品   木製玩具 ２個 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 贈呈式 

（１）日 時  令和５年３月１７日（金） 午前１０時から 

（２）会 場  和歌山県立和歌山盲学校（和歌山市府中949-23）１階会議室 

（３）参加者  ・野上木工株式会社 代表取締役 野上 義幸（のかみ よしゆき）様 

野上 祐人（のかみ ゆうと）様 

        ・和歌山工業高校  産業デザイン科 科長 児玉 幸宗（こだま ゆきむね）様 

産業デザイン科２学年の生徒 ３名 

         ・和歌山県立和歌山盲学校 校長 太田 善孝（おおた よしたか）様 

                   小学部児童 ４名 

 

 

 

担 当 課 商工振興課 

担 当 者   郡・鈴木 

電    話 （073）435 －1233 

内  線  ３０３７ 

資 料 提 供 

令和５年３月１６日 

※和歌山市物産振興協会 

会 長：北畑 博史（株式会社北畑海苔店） 

会員数：１９社 

和歌山工業高校との交流事業は、令和４年度で３年目となります。 

 

 

（玩具説明） 

机の上で遊びながらボールの形状を手の触感で理解できる

ことをねらいとして制作しました。上部の穴に楕円状のボ

ールを置き、穴の形にはまる場所まで回転させることでボ

ールが落下する仕組みになっています。 

また、大きい方の箱（右側）の内部には左右異なる本数の

棒が取り付けられており、ボールが通過する位置によって

音の違いを感じることができます。 

 


